
 

 2019年 10月 30日 

各  位 

  

本社所在地 東京都新宿区北新宿二丁目 21番１号 

会 社 名 RIZAPグループ株式会社 

代 表 者 代表取締役社長  瀬 戸  健 

コード番号 2928 札幌証券取引所アンビシャス 

問合せ先 

 

執行役員 経営企画本部長 鎌 谷 賢 之 

 電話番号 03-5337-1337 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.rizapgroup.com/ 

 

株式会社ぱどの通期業績予想修正に関するお知らせ 
 

当社子会社である株式会社ぱどは、本日、「通期業績予想の修正に関するお知らせ」を開示いたしましたの

で、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

以 上 



 

2019 年 10 月 30 日 

各 位 

上 場 会 社 名 株式会社 ぱど 

代 表 者 代表取締役社長 小澤 康二 

（コ－ド番号  4833) 

問合せ先責任者  取締役管理統括本部長 小田 将史 

（TEL 03-5216-9180） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年３月期第２四半期連結累計期間（2019 年４月１日～2019 年９月 30 日）におきまして、

最近の業績の動向等を踏まえ、2019 年５月 15 日に公表した 2020 年３月期（2019 年４月 1日～2020 年３

月 31 日）の通期業績予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想数値の修正について 

（１）2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり当

期純利益 

前回発表予想（Ａ） 12,650 115 110 65 3円25銭 

今回修正予想（Ｂ） 11,100 △30 △20 △5 △0円25銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,550 △145 △130 △70 － 

増減率（％） △12.3 － － － － 

(ご参考)前期実績 

(2019年３月期) 
7,997 △197 △172 △523 △26円98銭 

 

（２）2020年３月期通期個別業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 5,500 5 △5 △0円25銭 

今回修正予想（Ｂ） 5,100 110 100 5円00銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △400 105 105 － 

増減率（％） △7.3 － － － 

(ご参考)前期実績 

(2019年３月期) 
5,499 △282 △625 △32円19銭 



 

２． 修正の理由 

【個別業績予想】 

 （売上高） 

デジタルマーケティング手法の普及・拡大により、従来型の紙メディアに対するクライアントの

需要が低減している状況において、当社は、地域メディアの媒体価値と顧客満足の向上を図るため

営業組織に事業部制を導入し、また、新規事業開発や地域ビジネス創造部の営業促進、ターゲット

メディアのインフラ拡大等の施策を進めてまいりましたが、主な要因として家庭ポスティング型媒

体が売上予算対比68百万円減少、アフルエントを中心としたターゲットメディアが売上予算対比291

百万円減少、合計359百万円が当初計画通りに進捗していないことから、売上が計画を下回っており

ます。 

以上の結果、通期の売上高は5,100百万円の見通しとなりました。 

 

（経常利益） 

2018年７月31日付けリリース「事業構造改革の実施に関するお知らせ」に記載した基本方針に基

づいて前期に実施したコスト削減施策、及び継続した経費抑制の取組みによって、販売費及び一般

管理費は減少しておりますが、上記の売上高の減少を補うには至らず、通期の営業利益は△190百万

円の見通しとなりました。 

また、2019年10月30日付けリリース「連結子会社からの配当金受領に関するお知らせ」の通り、

連結子会社であるリビングプロシードからの配当金300百万円を営業外収益として見込んでおり、通

期の経常利益は110百万円の見通しとなりました。 

 

（当期純利益） 

上記個別業績予想より、当期純利益は100百万円の見通しとなりました。 

 

【連結業績予想】 

（売上高） 

上記の個別業績予想に記載した要因により既存事業の売上が減少していること、及びリビングプ

ロシードの配布受託料等が売上予算対比755百万円減少の見込みから、通期の売上高は11,100百万円

の見通しとなりました。 

 

（営業利益、経常利益） 

前期に実施した株式交換によるリビングプロシードの子会社化が通期に寄与したことから、前期

からの収益改善は見込まれるものの、既存事業の売上高の減少に起因する収益悪化を補うまでには

至らず、通期の営業利益は△30百万円、経常利益は△20百万円の見通しとなりました。 

 

（親会社株主に帰属する当期純利益） 

今期中の一部資産や事業等の売却による70百万円の特別利益を見込んでおり、親会社株主に帰属

する当期純利益は△５百万円の見通しとなりました。 



 

 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あります。予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる

場合があります。 

以上 


